
地域福祉計画住民懇談会の流れ（案） 

                 【司会進行：大島課長】 

 

１．開  会                   ≪７時００分≫ 

                           【推進委員】 

 

２．あいさつ               ≪７時００分～０３分≫ 

                            （３分） 

                      【委員長、（副委員長）】 

 

３．推進委員、事務局紹介         ≪７時０３分～０５分≫ 

                            （２分） 

【委員、福祉課 大島課長、清水主幹、福田主任、 

社協 小野田事務局長、嶋田】 

 

４．住民懇談会の進め方について     ≪７時０５分～１０分≫ 

○今日の懇談会の流れについて説明          （５分） 

【説明 小野田局長】 

 

５．ときがわ町地域福祉計画についての説明≪７時１０分～７時３０分≫ 

                           （２０分） 

                        【説明 福田主任】 

 

６．懇談会               ≪７時３０分～８時２５分≫ 

                           （５５分） 

                        【座長 推進委員】 

 

（１）地域福祉計画（重点的な取組み）について 

≪７時３０分～８時２０分≫ 

                        【参加者からの意見】 

 

（２）意見の確認           ≪８時２０分～８時２５分≫ 

                             【参加者全員】 

 

 



（３）その他 

 

７．閉  会                   ≪８時２５分≫ 

                           【推進委員】 

 

○閉会後かたづけ           ≪８時２５分～８時４０分≫ 

                           （１５分） 

【福祉課 大島課長、清水主幹、福田主任、 

 社協 小野田事務局長、嶋田】 

 

 

※出役については、策定委員、福祉課職員３名、社協職員２名。 

（大島課長、清水主幹、福田主任、小野田事務局長、嶋田） 
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重点的な取組み 

住民懇談会での意見例  

 

 

 

 

 

 

 

●ボランティア活動の推進 

  （意見例）ボランティア活動を行う場がない。 

 

●高齢者等の社会参加 

  （意見例）シルバー人材センターで働きたい。 

 

 

 

●サロン活動の充実 

  （意見例）近くの集会所で近所の人たちとお茶飲みがしたい。 

 

●地域と行政等の連携 

  （意見例）地域と行政等が連携して、こどもと高齢者の交流の場をつ

くってもらいたい。 

 

 

 

●日常の見守り・助け合い 

  （意見例）すれ違った時に、みんながあいさつするようにしましょう。 

 

●災害時の助け合い 

【地域ぐるみの防犯・防災活動の促進】 

  （意見例）災害時に備えて、地域で防災訓練をしたほうがよい。 

基本目標２ 人・地域のきずなづくり 

 

 

 

 
基本目標３ 安全・安心な仕組みづくり 

 

 

 

 

基本目標１ 支え合い・助け合いの人づくり 

 

 

 

 


